
『

名

物

六

帖
』

『

学

語

編
』

と

と

近*

藤

肖

子

叫，
F
σ

匝向
。山
ず
口同ω
口
氏
}門
戸M〕
。
山
口
円四
件
『
ゅ
の
ω}洲
口
問
。
台
。
ロ

、吋
即日岡山
山内。
問。
ロ
仏。

要

旨
間関
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
釈
大
政〈
の
『
学

諮
編』
に

は
そ
の
凡
例
に
伊
藤
東
涯
の
『
名
物
六
帖』
の
名
が
み
え 、
参
考
資
料
の
ひ
とつ
で
あっ
た
こ
と
が知

ら
れ
る。
こ
のこ
と
を
手
がか
り
と
して

宗主諮
綴』
と
『
名
物六
帖』
と
を
比
較
した 。
『尚子
語
編』
の
「類」
を
『
名
物
六
帖』
の
「
笈」
に
超々
対
応
さ
せ
て
項

目
の
一
致
率
をみ
る
と
人口問・
器
財
に
あっ
く 、
人
事に
う

す
い
と
い
う
結
果
が
出
た 。
こ
れ

は
立子
一語
繍』
出
絞
当
時
『
名
物
六
帖』

は
人口問
築・
器
財
体調の
二
築
し

か
刊
行
さ
れて
い
なかっ
たこ
と
と
関
係
して
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
ま
た 、
『尚子

諾
編』
内
部の
排

列
を
細か
くみ
て
い
く
と、
『
名
物
六
帖』
の
影
響
を
受
け
て
い
る

と
息
わ
れ
る
箇
所
が
散
見
す
る。
しか
し
同
時
に
調

書
に

は
震一
な
ら
な
い
部
分
も
多
く 、
そ
れ

はこ
の
雨量回
が語
葉
集
と
して
異
な
る
方
向
をめ
ざ
して
い
たこ
と
を示

す。
す
なわ
ち
『
名
物
六
帖』

は
そ
の
名
の
とお
り
「
物」
と
「
名」
と
を
結びつ
け
るこ
と
に
カ
を
波
ぎ
結
果
と
して
具
体
的
な
事
物
を
さ
す
名
詞
が多
く

収
載さ
れ

て
い
る
の
に
対
し、
「尚子
一話
線』

は
もっ
と
広
く
「
語」
を
集め
て
い
る。
類
や
築に
よ
る
重
な
り
の
濃
淡

は
そ
の
反
映で
あ
る
とい
う

見
方
も
可
能で
あ
る。

iま

め

じ

間関
和
九
(一
七
七二)
年に
刊行
さ
れ
た
釈
大
典の
設す
語
編』
は
約八
六

0
0諮問
を
収
載する
語
集
集で
あ
る 。
その
九
例の
第一
に
は
次の
よ
う
に
あ

る 。
此
編ハ
典
籍
便
覧
名
物六
帖
郷
談
正
音
雑
字
通
攻
等
諸ノ
類
書ヲ
主
トシ

其
他
諸
書ヨ
リ

采
出ス
ル
者ナ
リ

繁
冗ヲ
俸テ一
一
本
書ヲ
引サレ
ドモ

一
語モ
愚
拠ナ
キハ
ナシ
間
常
語ニ
非ス
類
書ニ
見エ
ザル
モ
ノハ

ヲ
識ス
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典
拠と
し
て
右に
引か
れて
い
る
四つ
の
書の
う
ち二
つ
め
の『
名
物六
匹

は 、
伊
藤
東、涯の
撰に
な
る
語
葉
集で
あ
る 。
本
稿は
司
学
語
編』
の
凡
例
に

『
名
物六
帖』
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
『
名
物

六
帖』
と
『
学
語
編』
と
を
比
較し 、
こ
の
両
書が
ど
の
よ
う
に
重
な
りま

た

どの
よ
うに

異
なっ
て
い
る
か
を
明
らか
に
し 、
さ
ら
に
そ
れ
が
怖
を
意
味
す

る
の
か
を
考
察するこ
と
を
目
的
と
し
て
い
る 。

とこ
ろ
で
『
学
語
編』
凡
例に
あ
る
『
名
物六
帖』
が
具
体
的に
い
か
な
る

テ
キス
ト

を
さ
すの
か
は
実
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。
『
名
物六
帖』

神
本
学
助
教
授
(
今
野
尚
子)
国
語
学



は
その
書
名が
表
すと
お
り 、

六
帖で
構
成さ
れ
て
お
りそ

れ
が
さ
ら
に
十三

の
「
議」
に
分か
れて
い
る 。
版
本に
限っ
て
い
え
ば
『
名
物六
帖』
は
享
保

十ニ
(一
七二
七)
年か
ら
安
政六
(一
八
五
九)
年ま
で
の
百三
十
年に
わ

たっ
て
刊行
さ
れ 、
し
か
も
六
帖
中四
帖ま
で
し
か
出
版
さ
れ
て
い
ない 。
そ

の
状
況
を
次
に
掲
げ
る 。
各
議の
上
に
付し
た
数
字は
刊
行
順
序
を
示
し
そ
れ

ぞ
れ
次の
年
時に
対
応
する 。

①享
保
十一一

②宝
麿
蕊
年
③
安、氷
六
年
④
安
政
六
年
*
未
刊

第一
帖

第二
帖

第三
帖

第四
帖

第五
帖

第六
帖

④
天
文
筆

②
人口問
議

④
官
室
築

③人
事
築

*
身
体
議

*
動
物
築

*
雑
載
築

④
時
運
筆
④
地
理
築

①
器
財
筆
④
飲
撲
築
*
服
章
築

*
植
物
筆

立子
一詰
編』
が
末
尾の
刊
記
ど
お
り
明
和
九
年
出
版
で
あ
る
な
ら
ば 、
そ
の

と
き『
名
物六
帖』
は
第二
帖
人口問
議と
第三
帖
器
財
議の
み
が
刊
行さ
れ
て

い
たこ
と
に
な
る 。
一
方
で
『
名
物六
帖h
は
写
本の
段
階
か
ら
すで
に
広
く

(
4)
 

知
られて
い
た 。
『尚子
語
編』
凡
例に
い
う
「
名
物六
帖』
が
どの
よ
う
な
もの

で
あっ
た
か
につ
い
て
は
さ
ら
な
る
調
査
を
必
要と
する
の
で 、
今そ
れ
は
措

くこ
と
と
し 、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
版
本に
よっ
て
比
較を
行
ない 、
写
本
等

につ
い
て
は
必
要に
応じ
言
及
し
て
い
くこ
と
に
する 。

I 

両
書
の
項
自
を
比
較
す
る
こ
と
つ
い
て

『尚子
一詩
編』
と
『
名
物六
帖』
と
を
比
較し
て
ま
ず
気づ
くこ
と
は 、
雨量一回

の
比
較が
簡
単に
は
い
か
ない
こ
と
で
ある 。
項
目の
単
純
な
比
較とい
う
だ

けで
も
容
易で
は
ない 。
『
名
物六
帖』
の
各
項
目は
原
則
と
し
て
①
漢
字
列

の
見
出し
語
②
右
傍
に
添
え
ら
れ
るカ
タ
カ
ナ
の
訓
(
諜)
③
出
典と
引
用と

の
三つ
か
ら
な
る 。
一
方の
『
学
語
編』
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目が
①
漢
字
列の

見
出し
語
②
在
傍
に
添
え
ら
れ
るカ
タ
カ
ナ
の
訓と
の一一つ
か
ら
な
る 。
両
書

の
項
目の
重
な
り

を
み
よ
う
と
する
と
き 、
郎内を
もっ
て一
致し
て
い
る
とい

う
か
が
問
題
なの
で
ある 。
い
くつ
か
の
例
を
挙
げて
み
よ
う 。
問
書に
共
通

す
る
「
近
毅」
とい
う
見
出
し
語が
あ
る 。
『
名
物中ハ
帖』
で
は
「ミ
ヤコ
ヂ

カ
ク」
と
付
訓
さ
れ
〈[
霊
場
録〕
||

之
民〉
とい
う
出
典・
引
用が
示
さ
れ

て
い
る 。
『尚子
一諮
編』
で
も
「ミ
ヤコ
ヂ
カ
クい
とい
う

割 、が
み
え 、
や
は
り

[
霊
場
録〕
とい
う
出
血ハ
が
示
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
項
目は
両
書で一
致
し
て

い
る
といっ
て
よい
で
あ
ろ
う 。
し
か
し
立子
語
編』
で
はこ
の
よ
う
な
形で

出
典が
示
さ
れ
るこ
と
は
む
し
ろ
例
外
なの
で
ある 。
最
初
に
掲
げ
た
凡
例
第

一
の
後
半に
「一
一
本
書を
引サレ
ドモ」
と
あ
る
よ
う
に
『
学
語
繍』
は
原

則と
し
て
出
典を
示
さ
ない 。
し
た
がっ
て
両審の
項
目
を
比
較し
よ
う
と
す

る
と
き
出
典は
比
較の
手
が
か
り
に
な
ら
ない
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
あ

る 。
ま
た 、
た
ま
た
ま
『尚子
語
編』
に
示
さ
れて
い
る
出
典 、が
『
名
物六
帖』

の
そ
れ
と
は
巽
なっ
て
い
る
場
合
も
あ
る 。
「
義
塚」
とい
う

項
目
が
あ
る 。

傍
訓は吋
名
物六
帖』
に「ム
エ
ン
ツ
カ」 、
『
学
語
編』
に
は「ム
エ
ン
ヅ
カ」

と
あ
り 、
同じ
で
あ
る
と
み
るこ
と
が
で
き
る 。
し
か
し
出
典と
し
て
司
名
物

六
帖』
に
は
日米
史理
宗
紀〕・[
類
書
纂
要〕
が
示
さ
れて
い
る
の
に
対し
て

『
学
一詩
編』
に
は
[
荒
政
要
覧〕
が
示
さ
れて
い
る 。
こ
れ
を一
致
と
み
る
の

か
ど
うか 。
さ
らに
多
数の
項
目で 、
見
出し
語が
同
じ
で
あ
り
なが
ら
傍
訓

が
異
な
る
とい
う
状
況が
み
ら
れ
る 。
こ
れ
ら
を一
致と
み
る
の
か
ど
う
か 。

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
見
出し
語の一
致を
両
審一の
重
な
り
と
み
て
お
くこ
と
に
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する 。
な
ぜ
な
らば
お
そ
ら
く
再
審と
も
に
①
漢
字
列
を
見
出し
語と
し
て
選

び
出し 、
②そ
れ
に
対
応す
る
日
本
語をカ
タ
カ
ナ
で
添
え
る 、
とい
う
順
序

で
成
立し
た
と
考
え
る
か
らで
ある 。
し
か
し 、
最
初に
示
し
た
と
お
り『

学

語
編』
の
凡
例に
は
『
名
物六
帖』
の
名 、が
み
えて
はい
る
も
の
の 、
その
具

体
的
な
直
接の
依
拠
資
料
を
特
定し
え
ない
現
在 、
両
警の
項
目
の
重
な
り

が

直ち
に
雨量一聞の
甚
接の
関
係
を
示
す
証左
と
は
な
ら
ない
こ
と
に
住
意し
な
け

れ
ば
な
ら
ない 。

E 

問
書
の
構
成
に
つ
い
て

『名物六帖』 と 『学 語編』 と

『
名
物六
帖』
は
先
述の
通
り

六
帖
十一一一
筆に
わ
か
れ 、
さ
らに
内
部
が「
門」

に
細
分さ
れて
い
る 。
一
方の
克子
語
編』
は
上
巻が
二
十一 、
下
巻 、が一一一
十

四 、
計五
十五
の
「
類」
に
分
類さ
れて
い
る 。
類に
よっ
て
は
さ
らに
小さ

い
分
類
が
施さ
れて
い
るこ
と
も
あ
る(
そ
れ
につ
い
て
は〈
表3〉
を
参
照) 。

『
名
物六
帖』
の
十一一一
議は
すで
に
掲
げ
たの
で 、
吋尚子
語
編』
の
五
十
五
類を

次
に
掲
げ
る 。
比
較の
た
め
に
『
名
物六
帖』
の
対
応す
る
筆を
下
に
示
し
て

み
る 。天

文、
時
令・
時
運 、
地
理
まで
は
分
類と
し
て
ほ
ぼ一
致
す
る
が 、
そ
れ

か
ら
あと
の
構
成は
まっ
た
く
といっ
て
よい
ほ
ど
捕
者で
異なっ
て
い
る 。

し
か
も
右の
表は
門と
類と
をご
く
大
ざっ
ぱ
に
対
応さ
せ
て
い
るの
だ
が 、

詳
細に
み
て
い
く
と
事
態は
もっ
と
複
雑で
ある 。

例
と
し
て 、
『
学
語
編』
釈
道
類を
挙
げ 、
司
名
物六
帖』
と
の
対
応
を
〈
表

2〉
に
示
し
た 。
こ
の
類は
五
十
四
の
項
目
か
ら
成る
が 、
そ
の
う
ち一一一
十八

項に
吋
名
物六
帖』
と
の一
致
を
み
る 。
一
致
する
項
目
につ
い
て
『
名
物六

帖』
の
どの
築に
収
載さ
れて
い
る
か
を
み
る
と 、
人
品
築 、
宮
室
筆 、
人
事

虫鱗 果 雑 五 家数 舟刀 漆 財 衣 飲誉 伎 交 言 政 鬼 人 賎靭 天 亭
三五多介 蹴 箪穀 具 登 輿鍬 器 産 服食 記戯 遊 語 刑 神 倫 処 廷文 韻
色目

の時 類
I入
μ 

議 雑 行 行 身 15 人花食 雑 印食 兵 響 金飛

車出 語 旅 事 陸軍義品木 菜 器 記 器 器 器玉禽

地釈文 生文 生 性身 番 耕 火 磁樹 花走

表理

対
応
する
『
名
物
六
帖』
の
体調

天
文

時
運

地
理

人
事
宮
家

人口問
人
事
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道兵 齢 才度情

身
鐙

人
事

I! ア 器 服 飲 器 グ財 章傑 財

兵 具 兵燭 器

11 I! I! 

竹芸存

か 震 グ

獣

グ 勢 グ

議の
三
議で
あ
る 。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
学
語
編』
と
『
名
物六
帖』
と
の
構

成に
異
な
りが
あるこ
と
が
わか
る 。
つ
ま
り 、
『
名
物六
帖』
に
は
人
品
第

に
揺
倫
僧
道
門 、
宮
室
議に
澗
廟
寺
観
門 、
人
事
築に
僧
道
作
業
門
が
あっ

て 、
建
物
関
係 、
人の
名
称 、
行
為に
か
か
わ
る
もの
が
そ
れ
ぞ
れ
に
収め
ら

れ
て
い
る 。
『
名
物中ハ
帖』
の
中で
求め
る
語に
行
き
着く
た
め
に
は 、
築
↓



備考
『学語編J釈道類の環良一覧と『名物六帖』との対照

『名物』の主義・門・了 『名物』の傍観11

人品・隠倫僧道・11ウ シユツケ
グ 11オ ヒク
グ 11ウ ハウシ
グ 12オ ハウシ

表2

傍訓
シユツケ

引 用一致

シツタノレソウ
シツタノレ一一
モノカタシユツケ
チヤ
ボウズイシヤ
ナツシヨ
インダイ

グ 14オ

人品・欝ト算暦.5ウ
人品・路倫僧道 ・13オ

グ 12ウ 引 用一致

サイタイノシユツケ
ハチモラヒ
ヤマブシ
コウジユウ
ダウシヤ
サケノヨヒホウス
キチカヒホウス

16オ
15オ
15ウ
17オ
17オ
14ウ
14ウ

か
か
hH
UH
MM
Mq
hM

フウリウゾウ
シックリゾウ
テカキノソウ
チヤジンノソウ
イシヤスルソウ
ナツシヨ
インダイ
アングラシノソウ
イツカウシウ
ハッチパウズ
ヤマブシ
コウヂウ
ダウシヤ
サケノミパウズ
キチガヒパウズ

アフ

九!習浮図アリ
練若アリ

一
ブ
一
ブ

一
ア
一
ア

1I室上・鰐廟寺観・25ウ
グ 26オ

キ

一
ブ

シ

J
ア

ヤ

マ
一
ブ

一
ア
テ

ホタイシヨ
ホタイシヨ

カイチヤウ

27オ
27オ

1/ 

1/ 

引 用一致

マチウケハチヲスノレ
イェヘゾ/ハウガ
コンリウホウカ
シユフクノホウガ
ウハブキノホウガ
ホウガテウ

ハウガテウ

人事・僧道作業.45オ

44ウ
グ

46オ
グ
1/ 

46ウ

F
f
r
，F
F
f
 

/
J
if
j
/
A，
 

ジケ
ボダイショ
メツザイシヨ
カタノヨキテラ
カイチヤウ
タクノ、ツ

マチヘ--../"ハッチスノレ
カドヘ--../"ハッチスノレ
コンリウノホウガ
シユフクノホウガ
ヤネノホウガ
ホウガチヤウ

出典一致

出典一致
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ナヌカコトノトキ
キヤクシユノナヌカトキ
ナヌカゴトノトキ
ナヌカヘ、/ノトムラヒ
セウカウツカヒ
ヲメイニチノセウカウ
ザイシヨノトキニヨパノレ、
ヒジ

44ウ

グ 45オ

人品・典司職掌 22オ
人事-朝儀典章・7ウ
人事・{曽道作業・44オ

見出 しi第
五務
比丘
沙門
桑門
乞土
韻{曽
詩僧
書僧
茶僧
鴎{首
廊僧
石占装道人
粥飯僧
火宅僧
化飯道人
解魔法師
道 民
道 衆
酔究
成和尚
浮図
阿練若
蘭若
焚利
支提
踏駿鐙
祇関
祇林
子院
香火院
墳寺
上寺
啓議
行乞
分衛
沿街化斎
沿門抄化
募建
募修
募主事
募限
勧化冊
化縁簿
輪冊
喜捨
過七
生七
斎七
累七斎
上番使
関忠行香
赴E.斎
娩斎
阿波金

1/ 

キシンチヤウ
キシン
ナヌカヘ--../"ノキニチ

ダイカウ
ゴキニチノセウカウ
ザイシヨヘトキニユク
ヒジ
フセ

ナヌカ�ノトキ



『名物六粘』と『学諮編』と

表3 W学語編』各類の項目数と『名物六枯』との霊なり
『学諾編jの類と細分類を排列)1演に掲げる。

数字は 見出し語の漢字列が『名物六i陥Jと一致する項目数/総項目数 を示す。
*印は比較する『名物六帖』版本がないことを示す。
l 類 i 内 訳

天 文i日月産6/17 雲雨5/27 買え3/18 雑9/25
時 令i昼夜19/42 日5/30 時7/20 月12/22 歳12/61
地 理|山7/19 水16/64 海8/14橋梁5/7 図面�15/50 邦域25/41 市街5/22 道路4/12

土地9/64 沙石4/26 墳墓5/22

一致率%
26.4 
31. 4 
30.2 

朝 廷I 64/78 I 82.1 
居 処|城郭17/32 官舎6/26 家宅39/120 行舗13/30 屋材17/63 壁際8/23 瓦楚6/23 I 32.3 

門戸12/43 宅溢4/26 岡兵7/13
人 倫I 84/160 称呼84/158 姓籍28/52
入 品|君臣12/46 土庶38/96 職役74/115 傭役51/82 産業172/215 下賎19/23

文薮48/62 女流45/65 姦兇36/61
釈 道I 38/54 
鬼 神I 11/45 
官 職I 29/76 典客8/11 行役15/29 武官15/25 火役5/8 雑役13/26 獄役7/17

総称23/63 禄米11/21

53.0 
64.7 

70.4 
24.4 
45.7 

政 刑I 25/119 争訟6/40 I 19.5 
身 樫|首*5/45 厨*/7 目*6/66 耳*3/21 �等*/13 口*7/46 商げ21 手本/21 足ザ15 * 

鉢貌19/86 阪臥8/27 疾疲20/84
性 情I 5/113 憾意。/20 杵意1/29 3.7 
言 語I 18/129 I 14.0 
行 事I 4/129 卜事5/12 動作0/56 歩行3/15 使役1/18 5.7 
生 産I 2/34 5.9 
交 遊I 13/46 交情7/69 謁見5/30 宴会1/24 I 20.2 
行 旅I 13/42 音信2/19 I 24.6 

文 才|学文4/24詩文4/31 才名0/26 9.9 
伎 戯I 18/35 優戯6/27 I 38.7 
雑 語I 0/188 0.0 
生 齢|生4/33長9/26 老0/40 病2/38 死3/65 在死6/14 I 11.1 
E書 記I 46/103書冊20/39 法帖5/12 I 46. 1 
画 軸I 16/26 核背30/39 I 70.8 

文 具|紙15/46 �ま13/31 墨5/15 文房11/19 I 39.7 
飲 食|ザ84 菜品*/24食事*13/62 果子*/85 潜ホ/48 醤妓キ/9 茶*/16 * 
衣 服|絹紬*/46 綿布*/24 衣服*3/145 * 
財 産I 16/65 資質7/46 収支6/30 借債2/20 簿計1/30 税賦24/30 I 25.3 
金 玉|金具45/72 珠玉3/21 I 51. 6 
磁 器I 19/47 I 40.4 
漆 器123/31 I 74.2 
響 器I 15/41 I 36.6 
火 燭I 27/54 燈燭36/47 �泡燦3/11 火災2/7 I 57.1 
万 餓131/62 I 50.0 
兵 器I 49/107 I 45.8 
耕 具I 14/54 I 25.9 
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類 内 訳 一致率%
舟 輿 舟38/110 輿22/35 41. 4 

食 器 37/76 濁穏12/20 茶器33/47 57.3 
香 J主 34/55 61. 8 
数 量 32/69 46.4 
印 記 17/28 60.7 
身 J主 66/95 女兵10/25 笠類8/24 履類12/32 54.5 
家 具 経席15/32 床椅7/13 九案12/20 扉降5/8 $住箔12/16 櫛桁4/6 箱櫛12/18 56.4 

釜議29/41 水器8/26 厨兵21/36 掃具8/22 梯4/5
雑 器 筏緩20/29 花瓶16/20 玩具33/40 {I際線16/43 染色0/51 紡織22/39 漁猟8/16 52.3 

用具20/31 雑兵59/102
五 穀 *5/76 * 

食 菜 */171 * 

花 草 ド/148 D年

雑 草 */209 * 
花 木 */43 * 
樹 竹 */110 * 
果 蹴 */80 * 

鱗 介 ネ/165 * 
7隠 禽 */102 * 
走 獄 */55 * 
虫 % ド/100 * 

門
とい
う二

段
階の
分
類
をた
ど
るこ
と
に
な
る 。
議が
上
位の
分
類
概
念で

ある
た
め 、
た
と
え
ばこ
こ
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
な
寺
院
や
僧
関
係の
語は
そ

れ
ぞ
れの
議につ
い
て
関
連
す
る
門を
み
る
必
要が
ある 。

一
方の
『
学
語
編』
で
は 、
分
類の
基
準は
類ひ
とつ
で
あ
り 、
g
次に
よ

っ
て
そ
れ
を
見
出し
さ
え
す
れ
ば
関
連
する
語は
原
則と
し
て
すべ
て
そ
の
類

に
収め
ら
れ
て
い
る 。
た
だ
し 、
〈
表
3〉
に
示
し
た
よ
う
に
項
目の
多い
類

は
さ
ら
に
細
分
さ
れて
い
る 。
し
か
しこ
の
類と
細
分
類
は 、
巻上
の
天
文・

時
令・
地
理
1

人
品
あた
り
で
は
『
名
物六
帖』
と
通じ
る
とこ
ろ
が
あ
る
も

の
の 、
そ
れ
以
降で
は
ほ
と
ん
ど
お
な
じレ
ヴェ
ル
の
もの
で
あ
る 。
た
と
え

ば
衣
服
類の
細
分
類と
し
て
衣
服が
あ
り 、

舟
輿
類の
一「が
舟と
輿と
に
別
れ

て
い
るご
と
きで
あ
る 。
『
名
物六
帖』
の
よ
う
な 、
全
巻
を
通じ
て
の
意
味

の
二
重
階
層
と
い
う
も
の
は
み
ら
れ
ない 。
立子
一語
編』
の
細
分
類
を
類の
下

位
分
類と
位
置づ
け
ない
の
は
こ
の
た
め
で
ある 。
こ
の
よ
う
な
状
況で
あ
る

か
ら 、
ひ
とつ
の
類の
中に
『
名
物中ハ
帖』
のい
くつ
か
の
議の
語が
収め
ら

れ
る
の
は
当
然で
あ
る 。
さ
らに
「
盤
僧」
「上
番
使」
「
圏
忌
行
呑」
は
そ
れ

ぞ
れ
人
品
議の
欝
ト

算
麿
門 、
感〈
司
職
掌
門 、
朝
儀
典
章
門に
み
えて
い
る
語

で
あ
る 。
た
と
え
ば
「
欝
僧」
を
吋
名
物六
帖』
は
「
盤」
に
注
目し
て
醤
卜

算
暦
門
に
置
き 、
『尚子
語
編』
は
「
僧」
に
控
目
し
て
釈
道
類に
置い
た
の
で

ある 。
ち
な
み
に
医
者
関
係の
語は
『
学
語
編』
で
は
人
品
類
文
畿の
中に
十

四
語が
収め
ら
れ 、
う
ち
十一一
語に
吋
名
物六
帖』
と
の一
致
を
み
る 。

『尚子
語
編』
は
上
下二
巻
あ
わ
せ
て
約
百
了の
小
冊で
あ
る 。
そ
の
こ
と
が

こ
の
よ
う
な
類の
み
に
よ
る
検
索令}
支
えて
い
る
とみ
るこ
と
もで
き
る 。
し

か
し
『
名
物六
帖』
の
前
身で
あ
る
『
応
氏
六
帖』
が 、
一一
千
語
程
度の
段
階

で
六
帖
十
八
議
(
た
だ
し
下
位
分
類と
し
て
の
門は
ない)
と
い
う

組
織
を
備

えて
い
たこ
と
を
考
え
る
と 、
再資一回の
異
な
りは

そ
もそ
もの
出
発
点
か
らの
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もの
で
あ
る
とい
わ
ざ
る
を
え
ない 。
さ
らに
い
え
ば
『
応
氏
六
帖』
に
し
て

も
吋
名
物六
帖』
に
し
て
も
「六
帖」
とい
う
体
裁を
東
灘が
意
臨し
た
と
き

(
5)
 

に
議iev
門とい
うレ
lル

が
敷か
れて
い
た
の
か
も
し
れ
ない 。

稿
者は
すで
に
『
学
語
編』
傍
訓の
カ
タ
カ
ナ
表
記に
傾
向
を
見
出し 、
独

(
6)
 

自の
方
針に
よっ
て
表
記
さ
れて
い
るこ
と
を
報
告し
て
い
る 。
そし
て
こ
こ

で
の
検
討の
結
果か
ら
も 、
『尚子
語
編』
が
独
自の
構
成
を
とっ
て
い
るこ
と

を
確
認で
き
る 。
問
書の
比
較が
困
難で
あ
る
第二
の
理
由と
し
て 、
こ
の
よ

うに
両
書の
構
成が
異
なっ
て
い
るこ
と
、が
あ
げ
ら
れ
る 。

E 
重
な
り
の
濃
淡

『名物六帖』とF学詩編』と

さ
て 、
司尚子
語
編』
釈
道
類を
『
名
物六
帖』
と
対
照さ
せ
る
と 、
司
名
物中ハ

帖』
で
は一二
議に
わ
たっ
て
お
り 、

五
十
四
項の
う
ち三
十八
項に一
致
を
み

るこ
と
は
互
で
述べ
た
と
お
りで
ある 。
こ
こ
で
は
その
状
況につ
い
て
も
う

少
し
詳し
くみ
て
い
く 。
〈
表2〉
を
な
が
め
る
と
こ
の
類の
項
目の
並び
方

は
ほ
ぼ
人
品・
宮
室・
人
事の 守フロ
ッ

ク
別に
なっ
て
い
る 。
第一
項か
ら
風

和
尚ま
で
が
人口聞に 、
浮
間か
ら上
寺ま
で
が
官
室
に 、
啓
識か
ら
最
後の
項

目
まで
が
人
事に
あた
る 。
こ
の
う
ち
浮
顕は
註に
「
塔ノ
事ナ
リノ

轄シ
テ
僧

ヲ
称ス」
と
あ
りこ
こ
で
は
人
品か
ら
宮
室へ
の
橋
渡し
的
な
役
割を
もっ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ない 。
『
名
物六
帖』
に
は
官
憲
議に
「
九
層
浮
間」
が
あ

り
「ク
チ
ウノ
ト
ウ」
と
付
訓さ
れて
い
て 、
こ
れは
明
らか
に
塔の
こ
と
で

ある 。
ま
た 、
人
事の
項
目の
中に
「上
番
使」
とい
う
『
名
物六
帖』
で
は

人
品
筆に
収
載さ
れて
い
る
諾が
あ
る
が 、
こ
れは
「
焼
香」
とい
うこ
と
で

閤
思
行
呑
と一
緒に
置か
れ
た
もの
で
あ
ろ
う 。
こ
の
よ
う
に
ひ
とつ
の
類を

ブロ
ッ

ク
分
け
し
た
う
えで
『
名
物六
帖』
と
の一
致
状
況
を
み
る
と 、
ブロ

ッ
ク
に
よっ
て
その
状
況が
異
なっ
て
い
るこ
と
に
気づ
く 。
人
品で
は
ニ
十

一
語
中
十
九
語が
『
名
物六
帖』
と
重
なっ
て
い
る
の
に
対し 、
人
事で
は
二

十一
語
中
十
五
語 、
宮
護で
は
十ニ
語
中四
語で
ある 。
一
致
率で
い
う
な
ら

ば 、
人
品
が
九
0・
五
% 、
人
事
七一
・

四
% 、
宮
室
は一一一一一

る 。

%
と
な

〈
表3〉
か
ら
開明
ら
か
な
よ
う
に
も
と
も
と
こ
の
釈
道
類は
『尚子
語
編』
の

中で
も
七
0・
四
%
と『
名
物六
帖』
と
の一
致
率が
高い
類
な
の
で
ある
が 、

官
室の一一一コ一・一一一
%は
示
唆
的で
あ
る 。
〈
表3〉
の
居
処
類の一
致
率三
ニ

・一一一
%
と
ほ
ぼ
お
な
じ
なの
で
あ
る 。
そ
の
他 、
類に
よっ
て
司
名
物六
帖』

と
の一
致
率に
相
当の
差が
あ
るこ
と
が
わ
か
る 。
そ
れ
ぞ
れ
の
類の一
致
率

を
ま
と
め 、
〈
表1〉
で
の
対
応に
し
た
がっ
て
ほ
ぼ
内
容
別
に
示
す
とつ
ぎ

の
よ
う
に
な
る 。

天
文

時
運

人
品

ニムハ・
四
%

三
ニ・
=一
%

器
財
五一
・

一
%

天
文・
時
運・
地
理一・
宮
室が一一一
O
%
前
後で
ある
の
に
対
し 、
器
財五一

・
一
% 、
人口間五
七・
四
%
と
高
く 、

人
事は
逆に
十
六・
O
VAと
き
わ
め
て

低い 。
『
学
語
編』
が
出
版
さ
れ
た
明
和
九
年の
時
点で
『
名
物六
帖』
中
す

で
に
刊行
さ
れて
い
た
の
は
人
品
議と
器
財
築と
で
あっ
た 。
その
こ
と
と
こ

こ
で
の一
致
率の
高さ
と
は
無
関
係で
は
ない
と
思
わ
れ
る 。
も
ちろ
ん
こ
の

数
値は
〈
表l〉
と
問
様 、
『尚子
語
編』
の
類
を
吋
名
物六
帖』
の
築に
大ざ

っ
ぱ
に
対
応
さ
せ
て
算
出し
た
もの
で
ある
か
ら 、
厳
密と
は
い
え
ない 。
細

か
くみ
て
い
け
ば
釈
道
類とい
うひ
とつ
の
類に
も
人口問・
宮
室・
人
事の
三

築に
わ
た
る
語が
含ま
れて
い
る
の
で
あ
る 。
釈
道
類は
そ
の
意
味で
皇子
語

編』
の
中で
も
極
端
な
類の
ひ
とつ
で
あ
る
が 、
他の
い
くつ
か
の
類に
も
同

様の
状
況は
み
えて
い
る 。
し
か
し
釈
道
類で
行
なっ
た
よ
う
な
作
業
をほ
か

一一
二
・

四
%

五
七・
四
%

地
理

0・
二
%

六・
O
%

人
事
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の
各
類につ
い
て
も
行
ない 、
厳
密
なブロ
ッ

ク
分
け
を
するこ
と
に
そ
れ
ほ

ど
の
意
味は
ない
で
あ
ろ
う 。
本
来 、
問
書の
構
成は
異
なっ
て
い
る
の
で
あ

り 、
ふ
るい
分
け
た
結
果は
実
在の
分
類で
は
ない
もの
だ
か
らで
あ
る 。
ま

た 、
すで
に
述べ
た
と
お
り 、

釈
大
典が
参
照
し
た
『
名
物六
帖』
が
は
た
し

て
版
本で
あっ
た
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
ない 。
こ
こ
で
は
お
お
よ
その
傾
向

がつ
か
め
れ
ば
よい
と
考
え
る 。

こ
こ
で
は
右の
数
値か
ら 、
すで
に
刊
行さ
れて
い
た
人
品
議・
器
財
議に

つ
い
て
は
版
本か
そ
れ
に
近い
草
本を
み
て
い
た
可
能
性
が
高い
の
で
は
ない

か
と
ひ
と
ま
ずは
考
えて
お
きたい 。

N 

排
列
に
み
ら
れ
る
一

致
に
つ
い
て

最
初
に
掲
げ
た司
学
語
編』
凡
例の
四つ
の
典
拠の
う
ち 、
司
典
籍
便
覧』『
郷

談
正
音』
は
『
名
物六
帖』
に
とっ
て
も
主
要
な
典
拠で
あっ
た 。
し
た
がっ

て 、
『
名
物六
帖』
を
介
さ
ずに
結
果
的に
項
自
が一
致
す
る 、
とい
うこ
と

も
充
分に
考
え
ら
れ
る 。
ー
で
述べ
た
よ
う
に
項
目の一
致は
必
ずし
も
両
書

の
誼
接の
関
係
を
示
すこ
と
に
は
な
ら
ない
の
で
あ
る 。
し
か
し
『
学
一誌
編』

の
項
目の
排
列
を
み
る
と
吋
名
物六
帖』
の
影
響
を
受
けて
い
る
と
思わ
れ
る

部
分が
散
見
する
の
で
あ
る 。

た
と
え
ば
釈
道
類で
は
〈
表2〉
に
示
し
た
よ
う
に
第六
項か
ら
第
九
項が

韻
僧・
詩
僧・
書
倦・
茶
僧と
なっ
て
い
る 。
こ
の
四
項は
『
名
物六
帖』
に

も
収
載さ
れて
お
り 、

第二
帖人
品
築二・
十
四
了
表
に
あ
る 。
その
出
典と

排
列は 、
官官
僧
〈
楊
升
庵
集
引
用
あ
り〉・

詩
僧
〈
見
上〉・
韻
僧
〈
向
上〉

・
茶
僧
〈
韻
府
引
用
あ
り〉
と
なっ
て
い
る 。
揚
升
庵
集が
出
典と
し
て
示

さ
れて
い
る一一一
項は
『
名
物六
帖』
と
『
学
語
編』
と
で
まっ
た
く
逆の
顕
序

に
なっ
て
い
る 。
こ
れは
直
接
出
典に
あた
り

両
書が
別
個に
採
録し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る 。
し
か
しこ
の
三
項の
後に
茶
僧が
置か
れ
るこ
と
は
偶
然

の一
致
と
は
考
え
に
くい 。
その
後の
欝
僧が
『
名
物六
帖b
と
『
学
語
編』

と
で
大い
に
異
な
るこ
と
は
先
述の
と
お
りで
あ
る 。
も
う一

箇
所 、
例
を
挙

げ
る 。
司尚子
一詩
編』
巻
下
雑
器
類
紡
績の
紡
車
以
下
十
四
項を
「
名
物六
帖』

第三
帖
器
財
築
蚕
織
女
紅
門
の
対
応
す
る
部
分
と
対
比
さ
せ
て一
覧
す
る
と

〈
表
4〉
の
よ
う
に
な
る 。
動
車
以
下の
十
四
項は
すべ
て
吋
名
物六
帖』
に

も
み
え
る
語で
あ
る 。
そ
の
排
列
は
表
に
み
るご
と
く
繰
車・
麗
鹿
車
の一一

語を
除い
て
「
名
物六
帖』
の
項
自の
流
れ
に
沿っ
て
い
る 。
そ
の
後は
緯
管

・
木
俊
な
ど
が
続
くが 、
こ
れ
らは
『
名
物六
帖』
で
は
同
じ
門で
も
離
れ
た

とこ
ろ
に
ある 。
こ
の
よ
う
に
司
学
語
編』
の
中に
は
部
分
的に
で
は
ある
が

『
名
物六
帖』
の
排
列
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
散
見
す
る 。
こ
れ
を
偶
然の一
致

と
し
て
か
たづ
け
るべ
きで
は
ない
で
あ
ろ
う 。

も
うひ
とつ 、
現
和
九
年に
は
出
版
さ
れて
い
なかっ
た
人
事
議の
例
な
挙

げて
お
く 。
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巻
上
身
瞳
類
鉢
貌
に
あ
る
「
京
様」
以
下
八
項は
こ
の
類の
中

で
も
集
中
的に
『
名
物六
帖』
と
の
重
な
り

が
み
ら
れ
る
部
分で
あ
る 。
こ
の

細
分
類
その
もの
の
『
名
物六
帖』
と
の一
致
率は
二
二・
一
%で 、
人
事
関

係の
類の
中で
は
や
や
高い
程
度で
ある
が 、
連
続し
て
八
項が
重
な
る
「
京

様」
以
下は
と
くに
白
を
ひ
く 。
そ
れ
を
『
名
物六
帖』
第四
帖人
事
議四
鰹

勢
作
用
門の
最
初
と
対
照
さ
せ
た
もの
が
〈
表5〉
で
あ
る 。
『尚子
一詩
編』
で

は
こ
の
後に
「
女
装」
が
あ
り 、
こ
の
部
分だ
けに
関して
い
え
ば 、
|

様­

i
気・

相-
i

装の
よ
う
に
見
出し
語の
後
部
成
素に
よっ
て
ま
と
め
で
あ

る
よ
うで
ある 。
さ
きほ
ど
の
釈
道
類
第六
項
か
ら
第
九
項
も
「
i

僧」
とい

う
語が
六つ
並
ん
で
い
る
簡
所で
あっ
た 。
『
名
物六
帖』
の
内
部が
排
列に

関し
て
そ
れ
ほ
ど
気を
配っ
て
い
ない
よ
う
に
み
え
る
の
に
対し
て 、
工
夫が
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ヨ
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ヨ
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イ
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ハ
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事
テ
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ク
ク
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イ
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紡
紡
イ
車
イ
イ
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機
マ
マ
マ
絃
ワ
捜
タ
ワ
ク
ワ
ワ
ワ
ワ
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車
率
苧
綿
車
鹿
車
車
線
芳
事
樹
樹
車
率
綿
架
寧
ワ
総
子
彬
畿

と一

線
紡
麻
木
緯
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緩
冬
木
麻
播
援
事
紡
妊
木
経
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禰
絡
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下一
IA一
fE，
一

一
一

『名物六l悩』と『学語編』と

表4

‘一一

‘一­

+-

〈一一

‘一一

‘一

表5

(窮相ヒンナニンサウ)
劣相ゲヒンナニンサウ
(男粧オトコノナリ)

‘一一

4一一

←

←

←

←

 

『学語編』

紡事イトグノレマ

率約
紡窓絃ハヤイト
JtE率ワタクリ
木綿援事

媛事マヒパ

綴主事
空手事
(援鹿車)

線車ワク

後ろにあり
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(線車)
緯事

絡椛

r学語編� (京様以下)とF名物六帖』との対応義
『学語編� w名物六粘』

京様ミヤコフウ モー 京様キヤウブウ
野様イナカフウ ← 野様イナカブウ
村気イナカギ モー 村気イナカケ
(答集ツケヤキパ) 官様クゲブウ
吏気ヤグニンカゼ ← 吏気ヤクニンカセ

得色エタリカホ
痕記イモノアト
風度ナリブリ
姿首フリエリツキ
風貌ヲトコブリ
風貌不揚オトコブザアシ、
有肌シ、カプノレ
怖勢コハカルテイ
手勢シカタ
客気ウハキシヤウ
人様子ヲトコフリノテホン
男粧ヲトコテタチ
女装ヲンナテタチ
拐装タツタンシヤウソグ
壮容ワカスカタ
第威キケソヲナヲス
解容キケンヲナヲス
資相タツトキサウ
凶相イマハシキサウ
劣相イヤシキニンサウ
弱栂ヲモテヨハイ
窮棺ピンホウカホ

需品纏

ある
とい
うべ
きで
あ
ろ
う
か 。
あ
るい
は
『
学
語
編』
の
参
照し
た
司
名
物

六
帖』
写
本の
語
舶
が
版
本と
は
異
なっ
て
い
た
と
い
うこ
と
も
考
え
ら
れ

る 。
V 

圭五
ロロ

手尺

こ
の
部
分に
ニ
十
七
語
ある 。
つ
ま
り

十
九
語は
豆子
語
繍』
に
は
み
ら
れ
な

い
もの
で
あ
る 。
規
模の
全一
く

異な
る
両
書で
は
こ
れは
当
然の
こ
と
で
あ
る

し 、
『尚子
語
編』
の
参
照
し
た
司
名
物六
帖』
の
写
本は 、
版
本よ
り
も
ずっ

と
語
数の
少
ない
もの
で
あっ
た
か
も
し
れ
ない 。
し
か
し
同
様の
こ
と
が 、

すで
に
出
版
さ
れて
い
た
人
品・
器
財
関
係の
類につ
い
て
もい
え
る
の
で
あ

る 。

さ
て 、
今み
て
きた
『尚子
語
編』
の
「
京
様い
以
下八
項は 、
『
名
物六
帖』

版
本と
確か
に
重
なっ
て
い
る
が 、
吋
名
物六
帖』
で
は
〈
表5〉
に
よ
れ
ば

の

選

た
と
え
ば
『
名
物六
帖』
人
品
譲二
隠
倫
僧
道
門は
最
初に
僧
籍に
あ
る
者



上
人

をい
う

語と
し
てつ
ぎの
十
九
語を
収
載
する 。
収
載
順に
掲
げ
る 。

比
丘
頓
学
沙
弥
息
慈
僧
伽

桑
門
出
家
大
徳
徳
土

閣
饗

紫
衣
僧

僧
正
僧
録

+必
務
沙
門

紫
服
僧

こ
の
う
ち『
学
語
編』に
み
え
る
の
は
傍
線
を
付し
た
わ
ずか
四
項で
あ
る 。

し
か
も
芯
葬・
比
丘・
沙
門・
桑
門とい
う

語
顕で
あ
る 。
こ
の
排
列
か
らは

『
名
物六
帖』
の
影
響
を
み
るこ
と
は
む
ず
か
しい 。
し
か
し
逆
に
『尚子
語
編』

の
ほ
う
か
ら
な
が
め
れ
ば 、
〈
表2〉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
僧
籍に
あ
る
者

を
い
う

語と
し
て
収
載さ
れて
い
る五
語の
う
ち「
乞
土」
を
除
く四
語が『
名

物六
帖』
と
重
な
る
の
で
あ
る 。
荷
警が
ど
の
よ
う
な
基
準で
語を
選び
排
列

し
て
い
る
の
か
につ
い
て
は
い
ろい
ろ
な
方
向
か
ら
さ
らに
考
えて
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ない 。
稿
者は
すで
に
『
名
物六
帖』
の
考
察に
おい
て
「こ
こ
で

選
ば
れて
い
る
の
は
単
な
る
界
風・
文
台・
手
箱
な
ど
で
は
な
くて 、

上
に
修

飾
語のつ
い
た 、
い
わ
ば
特
別
な
もの
なの
で
あ
る 。
単
な
る
馬
や
鎧は
こ
こ

(
7)
 

で
は
選
択の
埼
外に
ある
とい
うこ
と
に
な
る」
と
述べ
た 。
僧
正
以
下こ
こ

に
あ
げ
た
十
九
語は
「上
に
修
飾
語のつ
い
たい
もの
で
は
ない
が 、
た
と
え

ば
和
文
脈に
も
出て
く
る
「
法
師」
は
と
ら
れ
て
い
ない 。
法
師は
『
名
物中ハ

帖』
の
こ
の
部
分で
も五
項で
傍
訓と
し
て
み
ら
れ
る
とこ
ろ
か
ら
もご
く
あ

りふ
れ
た
語で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 、が 、
そ
れ
が
ない 、
とい
うこ
と
に
もひ

とつ
の
選
択
を
くみ
と
るこ
と
が
で
き
る
の
で
は
ない
だ
ろ
うか 。
さ
らに
い

え
ば 、
史子
語
縞』
に
お
け
る
釈
大
典の
意
図は 、
吋
名
物六
帖』
を
超え
る
大

部の
一語
葉
集
を
作るこ
と
で
は
な
く 、
む
し
ろハ
ン
ディ
な
もの
を
作るこ
と

に
あっ
た 。
その
意
味で
司
学
語
編』
の
項
目は
『
名
物六
帖』
よ
り
も
もっ

と
きび
し
く
選
択
さ
れて
い
る
と
み
るこ
と
もで
き
る
で
あ
ろ
う 。
『尚子
語
編』

で
は 、
傍
訓に
ま
ず
掲
げ
ら
れ
た

杖
多
頭
陀

シユ
ツ
ケ」
は
見
出し
語と
し
て
は
と
ら

れて
い
ない 。
右に
掲
げた
十
九
語に
関し
て
の
みい
う
な
ら
ば 、
ご
く
あ
り

ふ
れ
た
語で
あ
る
「
出
家」
は
と
ら
ず 、
ま
た
逆
に
あま
り
に
も
仏
教
色の
強

い
語
も
と
ら
ず 、
い
わ
ば
第二
段
階の
語を
選
択し
て
い
る 、
と
み
る
こ
と
が

で
き
る 。

〈
表4〉
で
は
『
学
語
編』
の
十
四
一語は
すべ
て
『
名
物六
帖』
に一
致
し 、

し
か
も
排
列
もほ
と
ん
ど
同じ
で
あっ
た 。
そこ
に
は
明
らか
な吋
名
物六
帖』

の
影
響を
み
るこ
と
が
で
き
る
が 、
『
名
物六
帖』
に
は
こ
の
部
分に
二
十三

項が
含
ま
れ
る 。
『尚子
岨話
編』
は
その
う
ち
の
約
半
数
を
選
択
し
な
かっ
た
こ

と
に
な
る 。
こ
こ
で一
々
の
項
目につ
い
て
た
と
え
ば
木
綿
援
車
を
と
ら
ずに

木
綿
援
車
を
とっ
た
の
は
な
ぜ
か 、
な
ど
と
検
討し
て
い
くこ
と
に
は
そ
れほ

ど
意
味は
ない
で
あ
ろ
う 。

俄々
の
語の
出
入
りの

背
後に
あ
る
もの
に
対
す

る
目
配
り

が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が 、
そ
れ
は
後
考
を
まつ
こ
と
と
し
た

、ιV
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お

わ

り

以
上
述べ
て
きた
よ
う
に
『
学
語
編』
に
は
そ
の
凡
例の
記
述の
通
り

『
名

物六
帖』
を
参
照し
た
と
み
ら
れ
る
状
況が
さ
ま
ざま
な
か
た
ち
で
う
か
が
え

る 。
両
者の
比
較は
単
純に
見
出
語の一
致
や
訴の一
致とい
うこ
と
だ
け
で

は
す
ま
さ
れ
ない
こ
と
が
らの
よ
う
で
あ
る 。
傍
訴
や
出
典
に
つ
い
て
い
え

ば 、
意
識
的
に
別の
もの
を
付
加
す
る
とい
う
可
能
性
す
ら
考
え
ら
れ
る 。
一

致
が
影
響の
証
左
と
な
る
な
ら
逆
に
不一
致
が
証
在
と
な
る
こ
と
も
あ
り
う

る 。
見
出し
語に
し
て
も
『
名
物六
帖』
に
「
紙
招
児」
(カ
ミ
ノ
カンハ
ン)

と
あ
り

立す諮問
編』
に
「
紙
招」
(カ
ミ
カ
ンパ
ン)
と
あ
る
もの
を
ど
う

判

断
す
る
か 。
「
設
樹齢」
「
融
事」
の
二
項が
『
名
物六
帖』
で
は
と
も
に
「マ
ン

ドコ
ロ」
と
あ
る
の
に
『
学
詩
編』
で
は
「マ
ヲ
シ
ツ
ラフ」
「オモ
テ
ノマ」



と
し
て
あ
る
場
合にこ
れ
を一
致と
み
る
の
か 。
ー
で
も
述べ
た
と
お
り一
口

に
比
較といっ
て
も
そ
れ
は
容
易で
は
ない 。
し
か
し

良子
諾
編』
凡
例に
は

『
名
物六
帖』
の
名
が
あ
り 、
回
W
で
述べ
た
よ
うに

確か
に
影
響
を
よ
み
と

る
こ
と
が
で
き
る 。
『
名
物六
帖』
の
名は
すで
に
出
版
さ
れ
る
前
か
ら
広
く

知
ら
れて
い
た
し 、
い
くつ
か
の
文
学
作
品
や
辞
書
な
どへ
の
影
響
も
指
摘さ

れて
い
る 。
し
か
し
き
め
の
細かい
考
察
を
さ
らにつ
み
か
さ
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。
その
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れの
書の
性
格を
明
ら

か
に
し
て
い
くこ
と
に
もつ
なが
る 。

f名物六i陥Jと『学誘編』と

最
後に
〈
表3〉
に
おい
て
と
くに一

致
率の
低い
門につ
い
て
考
えて
お

く 。
『尚子
諾
編』
五
十
五
類
中
司
名
物中ハ
帖』
と
の
重
な
り

が
際
立っ
て
う

す

い
の
は 、
性
情
類(一一一・
七
%)
行
事
類(五・
七
%)
生
産
類(五・
九
%)

雑
語
類
(
0
%)
の
四
類で
ある 。
こ
の
こ
と
は
両
書の
性
格に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
『
名
物六
帖』
は
その
書
名が
示
す
と
お
り 、

物

の
名
と
そ
の
物と
を
対
照さ
せ
る
「
名
物」
学の
書で
ある 。
そ
し
て
「
森
羅

万
象に
関
す
る
「
実
学」
す
な
わ
ち
名
詞の
考
証
を
専
門
と
す
る
特
殊
字
斯〕

で
あ
る 。
つ
ま
り『

名
物六
帖』に
収
載さ
れて
い
る
語は
多
く
具
体
的
な「
物」

を
さ
す
語で
ある 。
も
ち
ろん
六
帖の
中に
は
第四
帖人
事
議が
あっ
て 、
そ

こ
に
は
動
作・
行
為を
あ
らわ
す
語
も
含ま
れて
は
い
る 。
し
か
し
大
部
分の

諾
は 、
た
と
え
ば
人
事
議や
器
財
譲に
は
分
類し
き
れ
ない
名
詞
なの
で
あ
る

)
一
方の
『
学
語
編』
に
は 、
「
名
物い
で
は
な
く
「
学
語」
と
い
う
書
名

が
示
すと
お
り 、

名
詞
に
傾
く
とい
う特

殊
性
は
み
え
ない 。
そ
の 、
両
書の

語
葉
集と
し
て
の
性
格の
差が 、
項目の
重
な
りの

濃
淡の
中に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
の
で
は
ない
だ
ろ
う
か 。
『
学
語
編』
の
「
語」
が
ど
の
よ
う
な
もの

で
ある
の
か
につ
い
て
は
さ
らに
考
察を
進
め
て
い
く
必
要が
ある
だ
ろ
う 。

註

-

版
本
の
刊
記

は
すべ
て
「
明
和
九
年い
と
なっ
て
お
り
版
木
も
同
一で

あ
る
が、
初
制
り
と、
全
体
に
わ
たっ
て
多
数
の
修
を
施
した
後
刷
り
と
が
あ
る。

本
稿
で

は
唐
話
辞
議
類
集
第
十
六
条
所
似
の
影
印に
よっ
て
比
較
を
行
なっ
た 。
底

本
は

長
調停
規
矩
也
氏
蔵
本。
後
刷
りで
あ
る。

2
以
下、
本

文
の
引
用に
捺
して

は
現行
の
表
記
に
改め
た
とこ
ろ
が
あ
る。
〈
〉

内
は
細
字
双
行、
/

は
改行
を一不
す。
ま
た 、
と
く
に
必
要
の
ない
場
合

は、
傍
訓

や
出
典・
引
用
を
省
略した 。

3

2明
物中ハ
粕』

は
朋
友
蓄
広か
ら
影
印
刻刊
行
さ
れ
て
い
る。
底
本

は
平
阿
武
夫
氏
蔵

本
に
未
刊
部
分
を
天
理
図

書
館
の
東
渡
自
筆
稿
本
に
よっ
て
補
う 。
天
理
図索開
館
複

製
第五
十八
号 。

4
た
と
え
ば
版
本
吋
名
物中ハ
帖』
の
奥
白
土
亨の
絞ゃ 、
湯
浅
常
山
の
司

文
会
雑
記』

の
記
事
な
ど
がよ
く
知
ら
れ
て
い
る。

5
こ
の
こ
と
に
関
し
て
稿
者

は
「
辞

書
と
し
て
『
名
物
六
帖』
を
み
る
と
き 、
意
義

分
類
を
貫い
て
い
る
とい
う
点で
他
警
と

は
狭
を
分つ 。
(
中
略)
窓
義
分
類
を
貫
い

た
『
名
物
六
帖』
の
排

列
方
法

は
空
前
で
あ
り、
以
後
の
蓄
に
も
ほ
と
ん
ど
受
け
継

が
れ
て
い
ない。
そ
の
中で 、
釈
大
典
の
『尚子
語
編』
は
凡
併
に
吋
名
物
六
帖恥
の

名
を
あ
げ、
排

列
も
同
様
の
意
義
分
類
を
貫
く 。
し
か
し、
小
本一
一冊
仕
立
て
の
簡

略
な
物で
吋
名
物
六
帖』
に

は
質・
量
と
もに
及ぶべ
く
も
な
い。」
と
述べ
た
こ
と

が
あ
る。
(「『
応
氏
六
帖』
の
資
料
性」

文
化
女
子
大
学
研
究
紀
要
第二
十三
築
一

九
九二
年)
こ
の
記
述
中
の、
援
に
関し
て

は
と
も
か
く 、
質に
間関
して

は
一向
警
の

い
きか
た
の
異
な
り
と
と
ら
え
るべ
きで
あ
る
と
考
えて
い
る。

6
拙
稿
「
訓
の
表
記
か
ら
み
た
『尚子

諮
編』

ll|
辞

書
の
編
集
方
針
と
の
か
か
わ
り

i|」
(

文
化
女
子
大
学
紀
要
人

文・
社
会
科
学
研
究
第四
集
一
九
九
六
年)

7
拙
稿
司
応
氏
六
帖』
と
『
大
明
会
典』」
(

文
化
女
子
大
学
紀
要
人

文・
社
会
科

学
研
究
第二
集
一
九
九
四
年)

8
杉
本
勲
司
近
世
実
学
史
の
研
究』
(
昭
和三
十
七
年
古
川
弘

文
館)
回
二
Oベ
l

ジ
9
司
応
氏
六帖』
と
司
名
物
六
帖』
と
の
比
較
に
お
い
て
稿
者

は
「
所
属
築の
問
題

は

人
事
築
と器
財
築
と
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気づ
く」
と
述べ
た
こ
と
が

あ
る。
(「『
応
氏
六
帖』
と
叫
名
物
六
帖』」

文
化
女
子
大
学
紀
西宮
人

文・
社
会
科

学
研
究
創
刊
号
一
九
九三
年)
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